
―真光寺川郡会レポート・2016年3月～5月―

還つてきたY先 生

一斉に花々が咲競 う春舶漫の季節も去り、母薯憲響暑導響塔堅壕害竜増爆禄魯す。 3

月初旬、思いがけずY先 生からお電話を頂きました。Y先 生は 「真光寺川を清流にする

会」が発足した当時、鶴三小に勤務されていました。時あたかも 「ゆとり教育」がスタ
ー トした時期でもあり、その一環として子供達と真光寺川を訪れ、熱心に体験学習に取
り組まれた方でした。我々との交流を深めていましたが、数年前他校へ異動されてしま
いました。お電話の趣旨は 「真光寺川とはすつかりご無沙汰していたが、この春定年を

迎える予定で時間的に余裕ができるので、清流の会の活動に参加 したい。」と云うこと
でした。私どもとしては何とも嬉 しく心強いお話です。先生は早速 4月 の例会から教え
子と一緒に参加されることになりました。

動き回つている。ある朝、アオサギが下彊

編墾ど指李声
した。藻の断片は増水で流さ

4月 7日 (本)通信発行と一木会
雨が激しく降つている。 14時 から三輪市

居畠揺F事涙言ケ予型茅場多7騨ラ晏レ身
ブに配布する。 18時 から魚民で一木会、
5名 出席。「真光寺川まつ り」の行事内容や
広報の方法等について意見を交わす。
4月 10日 (日)清掃作業

最差曇母縁曇キ話器を客暑暑景景富岳暑蕎
ど魚の好きな青年である。現在、大学 3年
生だと云 う。他に先日のポプリホールでの
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らが花筏を作つている。換わってハナミズ
キ、シダレザクラが満開を迎える。フジの
花房もふくらむ。スズメが時折群をなして
いる。産卵期を迎えているのだろうか。或

謹准墨義ぜ酵岸基盤魚突ぞ僚留Fて

いた。
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て3月 上旬}
日の出 6:11。 晴 5日 、曇 4日 、雨 1日 。
奉はまだ浅い。朝方は冷えこむ。 とりわけ
晴天の日は大地は厚い霜で凍てついている。
それでも日中は概ね 20度 を超すポカポカ
陽気の日がある。季節は確実に春に向かつ
ている。ユキヤナギがほころび始める。セ
キレイは何時見ても軽快だ。コサギが優雅
な姿を見せることがある。藻は寒さにもめ
げず益々元気だ。断片が漂 う日が多い。
3月 4日 (金)Y先 生から電話
Y先 生から入 しぶ りに電話がある。 3月 に
定年を迎えられるので真光寺川の清掃作業
に参加 したい由。最近の会の活動を知 りた
いので、近口伺いとのこと。大歓迎である。
3月 9日 (水)Y先 生来訪
Y先 生が見える。往時の話に花が咲く。又
最近の会の活動 として和光大学の堂前先生
等の話を伺い、水質だけにこだわらず幅療
く川の生態系に関心をもち取 り組んでいる
ことを説明する。和光大学の環境活動のサ
ークル 「川道楽」に興味を示された。 4月
の例会から参カロし、できたら教え子を誘つ

てみたいと云 うことだった。
3月10日 (本)一本会
18時 、魚民で開催。 6名 参加。
議題 :①真光寺川通信 ・4月 号記事②ボラ
ンテイアセンター主催 ・ボランティア募集
の催 し③全国水質検査④市民大学体験講座
Y先 生の参加の作も報告する。

(3月 中旬 }

啄んでいることがある。藻は相変わらず川

底に分厚 く張 り付いている。
3月 13日 (日)清掃作業
曇やや膚寒い。クレ

ーインライオンズクラ

ブの会員 9名 と吉原都議の峰岸秘書が参加

して下さる。 3月 振 りの清掃なので多量の
ゴミを回収する。ゴミ29袋 。バイクの

一

部。衣装ケース等多量のゴミを回収する。

て3月 下匂 }
日の出 5:45。 晴 9日 、曇 2日 、雨 0。

晴天が続 く。気温も春めいて過ごしやすく
なつてくる。ほぼ平年並みの 「サクラの開

花宣言」がある。権現橋きわのサ トザクラ

も国い盲がほころび、あつと云う間に満開
になる。ハナモモ、ユキヤナギ、ミツバツ

ツジも一斉の咲き競い将に春舶漫である。
ムク ドリが群れて花を啄んでいる。コサギ

も時折優雅な姿を見せる。藻は相変わらず
ブ|1底に張 りつき階段際に断片が漂 う。水面
すれすれにブ トが群がつている。
3月 25日 (金)ボランテイア説明会
ポプリホールでボランティアセンター主催
の説明会が実施される。鶴川地区の市民団
体を順に紹介し参加者を募る試みだそ うだ。
今回は 「真光寺川を清流にする会」と 「結
いの会」が対象となった。エコネット町田
の瀬川会長が会の活動を紹介し、熱心に参
加者を呼びかけて下さる。出席者はさほど

多くなかつたが手応えを感 じる。
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日の出4:49。 晴 6日 。曇 4日 。雨 0日 。
ゴールデンウイークに入る。天気に恵まれ
る。気温はぐんぐん揚が り初夏を思わす陽
気 となる。ハナミズキ、フジは散 り新緑が
目に鮮やかである。キショウプが咲き始め
る。ツバメが飛び交 うようになる。いつか
黄金色のコイが 1匹 混 じつていたが、ぁる
日ふいと消えてしまつた。藻は繁殖期を迎
えたな断片が川面

一面に漂 う。
4月 6日 (金)二本云
18時 から魚民で開催。出席 5名 。議題は
「まつ りの PR」 、市民大学 ・環境講座、全
国水質一斉調査等。
4月 8日 (日)清掃作業
快情 F射 しが強い。風はさわやかで快い。
参加 15名 。Y先 生もA君 と参加。「夕|1道

楽」 とうまく連絡がとれたそ うだ。A君 が
失崎橋の下の瀬に先日下堰から消えた黄金
色のコイを発見する。ごみ 18袋 、バレー

ボールや発泡ステロール板等。A君 の投網
打ちはかなり上達 してきた。

(5月中旬}
日の出4140。 晴 7日 。曇 2日 。雨 1日。
すっか り夏の気候。高い気温の日が続く。
ブラッシ花が、一斉に開花。南国的で華や
か。キショウプは最盛期。地味なイバラや
ゴリンバイが思いがけずきれいな花を開花
する。ツバメが水面を低く飛び交う。藻の

断片は雨で流れ去る。

(5月下旬}
日の出4132。 晴 7日。曇 3日。雨 1日。
今年は暑い夏か、早々と真夏日を記録する。
ブラッシバナ、キショウブ散る。 ドクダミ
ー面に満開。アジサイ色づき始める。或朝
1尺余リナマズが遊泳していた。またシマ
ヘビであろうか4尺 程のヘビが川下ヘスル
スルと泳ぎ去っていった。藻は川底に振り

付いている。 (この項おわり)

日の出 5:59。 晴 3日 、曇 6日 、雨 1日。 (4月上匂 }
季節は一進二追、前半は冴えない天気が続  日 の出 5:28。 晴 1日 、曇 6日 、雨 3日 。
く。後半ようや く奉らしい陽気が廻ってき  晴 天が続いた 3月 下旬に引き替え雨や曇天
た。ユキヤナギの花が地下から湧き出るよ の 冴えない天候がが続く。折角の満開のサ
うに一斉に咲き揃 う。時折、満開のハナモ  ク ラが勿体ない。ユキヤナギ散 り始める。
モに数羽のムク ドジが群れていることがあ 産 卵期を迎えているのだろうか、コイが小
る。また下堰の下手の辺 りでコサギが餌を  さ な群をなし体をす りあわせながら激 しく
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02。 晴 8日 。曇 2日 。 雨 0日 。


